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平
成
29
年
6
月
18
日（
日
）に
斐
川
地
区
本
部
総
代

説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
斐
川
地
区
本
部
の
総
代
の
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た

主
な
ご
意
見
・
ご
質
問
に
対
す
る
回
答
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

斐
川
地
区
本
部
総
代
説
明
会

　
　
　 

平
成
29
年
6
月
18
日（
日
）午
前
9
時
〜
　
　 

　
　
　 

J
A
し
ま
ね
斐
川
地
区
本
部
4
階
大
ホ
ー
ル

質
問
・
意
見
・
要
望
等

固
定
資
産
取
得
計
画
に
記
載
し
て
あ
る
家
族

葬
専
用
会
館
建
設
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

葬
儀
の
あ
り
方
も
年
々
変
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
家
族
葬
専
用
会
館
建
設
に
つ
い
て
も
、
今
後

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
計
画
に
も
記
載

を
し
て
い
ま
す
。

葬
儀
に
お
け
る
会
葬
返
礼
品
に
つ
い
て

ご
満
足
い
た
だ
け
る
会
葬
返
礼
品
の
ご
提
案

が
で
き
る
よ
う
検
討
を
行
な
い
ま
す
。

葬
祭
会
館（
虹
の
ホ
ー
ル
）を
利
用
さ
れ
た
方

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て

ご
意
見
を
取
り
入
れ
、
典
礼
事
業
改
善
に
向

け
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

葬
祭
会
館（
虹
の
ホ
ー
ル
）で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
設
置
に
つ
い
て

今
後
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

剰
余
金
処
分
案
で
業
績
還
元
の
文
言
が
削
除

さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て

2
期
連
続
マ
イ
ナ
ス
の
事
業
計
画（
事
業
利

益
）を
立
て
る
の
は
好
ま
し
い
状
況
で
は
な
く
、
平
成

29
年
度
事
業
計
画
段
階
で
は
業
績
還
元
を
折
り
込
む

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。尚
、
出
資
配
当
に
つ
い

て
は
、
剰
余
金
処
分
案
で
1
・
5
％
と
す
る
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。平
成
29
年
度
に
つ
い
て
は
、

当
初
計
画
に
業
績
還
元
を
折
り
込
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
上
期
決
算
の
事
業
実
績
結
果
に
よ

り
、
下
期
に
業
績
還
元
を
最
大
限
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
。（
平
成
29
年
度
事
業
利
益
7
0
0
万
円
の
計
画
）

合
併
時
、
財
務
調
整
基
準
額
に
満
た
な
い
持
込

純
財
産
不
足
額
に
つ
い
て
、
出
資
配
当
で
補
填
す
る
と

斐
川
地
区
本
部
総
代
説
明
会

斐
川
地
区
本
部
総
代
説
明
会
説
明
を
受
け
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
き

た
の
か
、
ま
た
、
持
込
純
財
産
の
充
足
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

財
務
調
整
基
準
額
に
満
た
な
い
持
込
純
財
産

不
足
の
J
A（
現
在
は
地
区
本
部
）に
つ
い
て
は
、
合

併
ま
で
に
内
部
留
保
に
つ
と
め
、
合
併
後
、
出
資
配

当
を
出
資
金
の
増
資
原
資
に
し
て
お
り
ま
す
。
尚
、

現
在
の
充
足
状
況
は
、
組
合
員
資
本
を
出
資
金
で
割

る
と
出
資
1
口
当
た
り
の
金
額
が
出
ま
す
が
、
平
成

28
年
度
の
貸
借
対
照
表
で
ご
覧
の
通
り
、
出
資
金

1
0
0
円
当
た
り
の
持
分
が
3
0
0
円
超
と
い
う
状

況
で
あ
り
ま
す
。

自
己
資
本
比
率
の
低
下
理
由
に
つ
い
て

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ（
金
融
機
関
の
国
際
的
な
規
則
）

の
段
階
的
適
用
に
よ
り
、
今
年
は
下
が
り
1
5
・

2
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
尚
、
前
年
度
と
同
じ
基

準
で
計
算
し
た
場
合
は
、
1
6
・
1
6
％
と
な
り
ま

す
。
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。（
※
参
考 

平
成
28
年 

1
6
・
8
7
％
）

•
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
適
用
と
は
、
資
産
額
に
対
し
掛
け

目（
R
W
：
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ
ト
0
％
〜
1
2
5
0
％
）

を
掛
け
た
額（
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
額
）を
分
母
と
す

る
こ
と
で
、
よ
り
健
全
な
経
営
を
促
す
よ
う
に
求

め
ら
れ
て
い
る
指
標
で
す
。
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•
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
資
産
額
に
対
す
る
掛
け
目
が
5
年

間
の
経
過
措
置
に
よ
り
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

地
区
本
部
損
益
計
画
書
に
調
整
項
目
の
記
載

は
必
要
な
の
か

調
整
項
目
は
、
合
併
時
に
金
利
等
を
合
せ

る
た
め
に
協
議
さ
れ
実
績
管
理
に
取
り
入
れ
た
も

の
で
す
。
合
併
後
、
年
数
が
経
過
し
た
こ
と
も
あ

り
、
今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
区
本
部
長
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
組
合

長
の
理
念
を
各
地
区
本
部
組
織
に
伝
え
て
ほ
し
い

現
在
、
地
区
本
部
長
会
を
月
1
回
開
催
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
役
員
が
共
通
認
識
を
持
ち
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

米
の
買
取
制
度
に
つ
い
て
、
①
黒
字
に

な
っ
た
場
合
の
還
元
方
法
。
②
他
の
業
者
が
高
い
価

格
提
案
を
し
て
く
る
こ
と
の
問
題
。
③
平
成
30
年
に

は
生
産
調
整
の
見
直
し
や
、
米
の
精
算
払
い
が
な
く

な
る
こ
と
。
④
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
利

用
料
引
下
げ
に
つ
い
て（
要
望
）

米
の
買
取
に
つ
い
て
は
、
精
一
杯
検
討
し
買

取
金
額
を
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
幅
に

価
格
変
動
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
上
昇
基
調

で
あ
れ
ば
追
加
払
い
が
で
き
る
制
度
に
し
て
い
ま
す
。

尚
、
販
売
状
況
に
つ
い
て
は
、
3
月
末
で
集
荷
数
量

の
半
分
を
販
売
し
て
お
り
、
計
画
に
近
い
状
況
で
す
。

集
荷
数
量
に
つ
い
て
は
一
昨
年
を
上
回
り
ま
し
た
が
、

集
荷
率
は
下
が
っ
て
お
り
、
買
取
制
度
の
周
知
が
ま

だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
施
設
の
利
用

料
に
つ
い
て
は
、
稼
働
率
、
全
体
の
収
支
に
よ
り
設

定
し
て
い
ま
す
が
、
適
正
な
利
用
料
金
に
な
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

給
油
所
の
油
配
達
に
つ
い
て
、
消
費
の
多
い

時
期
は
突
発
的
な
配
達
を
考
え
て
ほ
し
い

農
繁
期
に
は
、
柔
軟
な
対
応
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

合
併
後
の
経
営
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
慎
重

に
取
り
組
み
、
職
員
に
し
わ
寄
せ
が
来
な
い
よ
う
働

き
や
す
い
職
場
を
目
指
し
て
ほ
し
い

職
員
は
財
産
で
す
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
課

題
を
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

以
上
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水
　
稲

 

◆
穂
揃
い
期
防
除

 

●
稲
こ
う
じ
病

　

き
ぬ
む
す
め
の
穂
肥
時
期
と
な
り
ま
す
。
田
植
時
期
に

よ
っ
て
穂
肥
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

　

必
ず
葉
色
・
幼
穂
長
を
確
認
し
て
か
ら
穂
肥
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

●
基
肥
一
発
肥
料
の
場
合

●
１
回
目
の
穂
肥
時
期

　
　

幼
穂
長
が
５㎜
程
度（
出
穂
20
日
前
）

●
２
回
目
の
穂
肥
時
期

　
　

１
回
目
の
７
〜
10
日
後

穂肥基準施用量

4.0未満

4.0以上5.0未満

5.0以上5.5未満

5.5以上

15ｋｇ

10ｋｇ

無施用

無施用

15kg

15kg

※10kg

※無施用

葉色
（カラースケール）

１回目の
穂肥

2回目の
穂肥

※2回目の穂肥施用時に葉色が淡い（4.5以下）
　であれば15kg施用してください。
※きぬむすめ特別栽培米の場合、
　「げんき」を施用してください。

○肥料名　燐加安４０３
　
基
肥
一
発
肥
料（
ツ
バ
メ
コ
ー
ト
Ｓ
Ｌ
Ｈ
20
）を
使
用
し
、

７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬
に
か
け
て
葉
色
が
さ
め
た
場
合
は

燐
加
安
４
０
３
を
10
㎏
/
10
a
施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・
・
　
・
・
・
・
 

◆
き
ぬ
む
す
め
の
穂
肥
施
用

　

近
年
、
各
品
種
と
も
に
着
色
粒（
カ
メ
ム
シ
）に
よ
る

等
級
格
下
げ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
カ
メ
ム

シ
に
よ
る
吸
汁
は
乳
熟
期（
出
穂
後
２
週
間
位
、
指
で
籾

を
つ
ぶ
す
と
白
い
デ
ン
プ
ン
液
が
出
る
）頃
に
集
中
し
ま

す
の
で
穂
揃
い
期
に
確
実
に
仕
上
げ
防
除
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

※「
つ
や
姫
」・「
き
ぬ
む
す
め
特
別
栽
培
米
」は
右
記
の

農
薬
以
外
使
用
で
き
ま
せ
ん
。（
特
別
栽
培
米
基
準
）

　

詳
し
く
は
29
年
産
水
稲
現
地
指
導
会（
２
回
目
）資
料

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

防
除
体
系（
10
a
当
り
の
使
用
量
）

　
〈
粒
剤
〉　

ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤

　
　
　
　
　
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3
㎏

　
〈
液
剤
〉　

ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
10

　
　
　
　
　
・・・
1
、
0
0
0
倍
液
を
6
0
〜
1
5
0
ℓ

　
〈
粉
剤
〉　

ス
タ
ー
ク
ル
粉
剤
Ｄ
Ｌ　

　
　
　
　
　
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3
㎏

　
〈
省
力
〉　

ス
タ
ー
ク
ル
豆
つ
ぶ　

　
　
　
　
　
・・・・・・・・・・・・
2
5
0
g
〜
5
0
0
g

防
除
時
期
：
穂
揃
い
期

              （
圃
場
全
体
の
8
〜
9
割
程
度
出
揃
っ
た
頃
）

※稲こうじ病は黒い菌核が発生してからの薬剤の効果はありません。
※稲こうじ病は防除適期が限られていて、早く散布しても遅すぎても効果が劣ります。
　 粉剤・液剤は出穂10～20日前、粒剤は出穂2～ 3週間前に散布する。
※銅剤（Ｚボルドー粉剤ＤＬ・ドイツボルドーＡ）を使用する場合は、
　出穂期以降は稲に薬害を生じやすいため、出穂10日前以降の使用は避けること。
※飼料用米「みほひかり」は必須防除です。

　

・
前
年
多
発
し
た
圃
場
の
土
壌
中
の
菌
密
度
が
高
い

こ
と

　

・
生
育
後
半
の
窒
素
が
多
い
と
き

　

・
出
穂
前
20
日
間
に
低
温
多
雨
の
気
象
条
件
の
と
き

発
病
の
条
件

稲こうじ病防除薬剤
薬剤名

Ｚボルドー粉剤ＤＬ

ドイツボルドーＡ

モンガリット粒剤

使用時期（出穂前）

10日前まで

10日前まで

収穫45日前まで

10ａ当りの使用量

3～ 4ｋｇ

2000倍液を60～150ℓ

3～ 4ｋｇ

斐川地区本部のページ
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◆
今
後
の
水
管
理

【水管理イメージ】

間断かん水 間断かん水湛水管理 落水

幼
穂
形
成
期

穂
ば
ら
み
期

出

穂

期

成

熟

期

穂
揃
い
期

○
中
干
し
後
は
、
出

穂
期
ま
で
間
断
か

ん
水
を
継
続
し
、

新
鮮
な
水
の
入
れ

替
え
や
ガ
ス
抜
き

を
行
っ
て
根
の
活

性
化
を
促
し
ま

し
ょ
う
。　

○
出
穂
期
か
ら
穂

揃
い
期
は
最
も
水

が
必
要
な
時
期
の

た
め
湛
水
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

○
出
穂
期
か
ら
穂

揃
い
期
に
強
風

や
、
フ
ェ
ー
ン
現

象
が
心
配
さ
れ
る

場
合
は
深
め
に
水

を
は
り
、
稲
体
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

○
穂
揃
い
期
以
降
は
、
間
断
か
ん
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

間
断
か
ん
水
の
期
間
は
出
穂
後
25
〜
30
日
は
必
要
で

す
。
収
穫
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
か
ん
水
の
回
数
を
減

ら
し
、
収
穫
に
備
え
て
土
壌
を
少
し
ず
つ
固
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

○
近
年
収
穫
作
業
を
考
慮
し
必
要
以
上
に
落
水
時
期
が
早

ま
っ
て
い
ま
す
。
早
期
に
完
全
落
水
す
る
と
収
量
・
品

質
低
下
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
落
水
の
時
期
は
収
穫
の

７
日
前
を
基
本
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

生
産
委
員
さ
ん
を
通
じ
て
、
生
産
者
の
皆
様
へ
品
種

ご
と
に
29
年
産
水
稲
生
産
日
誌
用
紙
を
配
布
い
た
し
ま

す
。
記
入
例
を
参
考
に
し
て
、
期
日
厳
守
で
ご
提
出
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
Ｏ
Ｃ
Ｒ
カ
ー
ド
は
、
１
品
種
１
枚
の
提

出
で
す
。

※
ほ
場
が
複
数
あ
る
場
合
は
農
薬
を
一
番
多
く
使
用

し
た
ほ
場
に
つ
い
て
ご
記
入
下
さ
い
。

◎
Ｏ
Ｃ
Ｒ
カ
ー
ド
は
折
り
曲
げ
ず
保
管
し
、

必
ず
エ
ン
ピ
ツ
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◎
Ｏ
Ｃ
Ｒ
カ
ー
ド
の
提
出
期
日

※
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、「
Ｊ
Ａ
米
」と
し
て
取
り
扱

わ
れ
ま
せ
ん
。

※
出
荷
名
義
人
の
履
歴
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
作
業
委

託（
一
部
ま
た
は
全
部
）の
場
合
も
委
託
者
に
作
業
内

容
を
確
認
の
う
え
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

•
農
薬
使
用
が
正
し
く
な
い
場
合（
使
用
時
期
・
使
用

量
・
希
釈
倍
率
）は
、
出
荷
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
農
薬
は
正
し
く
使
用
し
て
下
さ
い
。

８
月
４
日（
金
）

１
、
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン　
【
あ　

お
】

　

ヒ
メ
ノ
モ
チ　
【
オ
レ
ン
ジ
】

８
月
14
日（
月
）

２
、
コ
シ
ヒ
カ
リ　
【
ピ 

ン 

ク
】

　

つ　

や　

姫　
【
き 

い 

ろ
】

　

コ
コ
ノ
エ
モ
チ　
【
オ
レ
ン
ジ
】

９
月
４
日（
月
）

３
、
き
ぬ
む
す
め　
【
み 

ど 

り
】

　

（
き
ぬ
む
す
め
特
別
栽
培
米
は
し
ろ
）

　

ミ
コ
ト
モ
チ　
【
オ
レ
ン
ジ
】

•
各
支
店（
荘
原
・
出
西
・
伊
波
野
・
出
東
）ま
た

は
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
る

　

生
産
日
誌
回
収
ポ
ス
ト
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

•
お
米
を
Ｊ
Ａ
に
出
荷
さ
れ

る
方
は
必
ず
期
限
厳
守
の

う
え
提
出
し
て
下
さ
い
。

29
年
産
水
稲
生
産
日
誌
用
紙（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
カ
ー
ド
）の
提
出
に
つ
い
て

斐川地区本部のページ
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農薬空き容器 　　　の
有料回収を実施します
農薬空き容器 　　　の
有料回収を実施します

配送センター改修工事の
お知らせ

配送センター改修工事の
お知らせ

● 回収日時
　 平成29年7月25日（火） 午前9時～11時
● 回収場所
　 JAしまね 斐川地区本部
　 出東倉庫前駐車場

出東小

斐川東中

市役所
斐川支所

ＪＡしまね
斐川地区本部

9

184

161

243

184

ＪＡしまね斐川地区本部
カントリーエレベーター
出東支店

斐川鈑金

ファミリーマート

ＪＡしまね斐川地区本部出東倉庫

N

→
松江

←
大田 →

空港

プラスチック
ビン・缶
プラスチック
ビン・缶

注意！
　容器を必ず洗浄し、透明な袋にプラスチック・ビン・缶を分別してお持ち下さい。また容器のフタは外し
て袋に入れて来て下さい。
　洗浄していない場合は、業者が引き取りませんので十分注意して下さい。
　なお、今回よりラウンドアップマックスロード200Lの空き容器につきましては無料で回収いたします。
その際も必ず容器の洗浄をお願いいたします。
　また、持込みの際には、車両のドア両側に産業廃棄物運搬車表示板を張り付けることが義務付けられて
います。（表示板がない場合は回収できません）
　詳しくは、今月のしまねびより折込みをご覧下さい。
　廃棄農薬の有料回収は、年明け1月を予定しております。

　建物老朽化に伴い配送センター第一、第二倉庫（北から）の屋根替え工事を

7月24日(月)～ 8月10日(木)にかけて実施させていただくことになりました。
通常通り営業させていただきますが入り口として使用しております北側のシャッターを

閉めさせていただきます。大変ご不便をおかけ致しますが、ご理解ご協力のほどお願い申し上げます。

斐川地区本部のページ
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ニ
ュ
ー
ス 

ト
ピ
ッ
ク
ス

山根本部長（中央）と花き部会のみなさん

元気に育ちますように

福島藤枝さん 北脇万里子さん

女
性
部
が
食
農
教
育
実
践

　

５
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
女

性
部
は
、
食
農
教
育
の
実
践
と
し
て

荘
原
保
育
園
、
荘
原
幼
稚
園
、
東
部

保
育
園
の
園
児
た
ち
83
名
を
招
き
、

サ
ツ
マ
イ
モ
「
紅
は
る
か
」
７
０
０

本
と
カ
ボ
チ
ャ
30
本
の
苗
植
え
と
、

枝
豆
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

９
回
目
と
な
る
こ
の
取
組
み
は
、
園

児
た
ち
に
食
農
教
育
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
目
的
と
、
今
年
は
栽
培

面
積
を
倍
に
増
や
し
、
今
回
初
め
て

三
つ
の
園
の
園
児
た
ち
が
合
同
で
行

う
こ
と
が
で
き
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は

「
土
遊
び
み
た
い
で
楽
し
い
」
と
楽

し
み
な
が
ら
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
今
後
の
管
理
は
女
性
部
が
行

い
、
秋
に
は
園
児
た
ち
を
招
き
一
緒

に
収
穫
し
、
焼
き
芋
や
ふ
か
し
芋
に

し
て
食
べ
る
予
定
で
す
。

花
き
部
会
ひ
ま
わ
り
贈
呈

　

J
A
し
ま
ね
斐
川
花
き
部
会
の
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
研
究
会
を
発

足
し
、
販
売
戦
略
の
柱
と
し
て
※「
花

き
日
持
ち
品
質
管
理
認
証
」
を
取
得

し
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
等
を
、

山
根
善
治
本
部
長
を
訪
問
し
活
動

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
花

き
消
費
拡
大
策
の
一
環
と
し
て
、

６
月
18
日
の
父
の
日
に
合
わ
せ
、
ひ

ま
わ
り
の
花
束
の
贈
呈
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

※「
花
き
日
持
ち
品
質
管
理
認
証
」

を
受
け
て
い
る
花
は
、
美
し
く
花

が
咲
き
続
け
る
た
め
の
品
質
管
理

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
野
菜
等
出
荷
者
協
議
会
の

第
23
回
通
常
総
会
が
、
５
月
31
日
、

営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
会

員
98
名
が
出
席
し
、
28
年
度
事
業

報
告
と
「
高
品
質
出
荷
」「
安
全
・

安
心
・
新
鮮
」
を
目
標
に
掲
げ
た

29
年
度
の
事
業
計
画
が
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
中
で
28
年
度
の
優
績
者

表
彰
が
行
わ
れ
、
長
年
出
荷
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
北
脇
万
里
子
さ
ん

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
２
年
間
出
荷
者
協
議

会
の
会
長
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
福
島
藤
枝
さ
ん
に
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

出
荷
者
協
議
会
総
会
を
開
催

苗を植える隊員たち

あ
ぐ
り
探
検
隊
で
農
業
体
験

　

５
月
28
日
、
出
雲
市
斐
川
町
で
町
内
の
小

学
生
３
〜
６
年
生
を
対
象
と
し
た
農
業
体
験

企
画
で
あ
る
「
あ
ぐ
り
探
検
隊
」
の
第
２
回

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
18
名
の
探
検
隊

と
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
、
夏
野
菜
の
苗
植

え
と
水
田
と
周
辺
の
生
き
物
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
夏
野
菜
は
３
７
０
㎡
の
圃
場
に
、「
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
」「
ト
マ
ト
」
等
５
種
類
の
苗
計

１
６
５
本
を
Ｊ
Ａ
職
員
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
植
え
、
植
え
た
苗
を
観
察
し
、
夏
に
収
穫
し

た
野
菜
を
隊
員
が
調
理
し
て
食
べ
る
予
定
で

す
。
生
き
物
調
査
で
は
、
隊
員
た
ち
が
（
農
）

神
田
が
管
理
す
る
圃
場
へ
入
り
、
お
た
ま
じ
ゃ

く
し
や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
等
を
泥
だ
ら
け
に
な
り

な
が
ら
捕
ま
え
た
後
、
Ｊ
Ａ
斐
川
地
区
本
部

に
持
ち
帰
り
、
図
鑑
を
使
っ
て
生
き
物
の
名
前

と
特
徴
を
調
べ
ま
し
た
。
ま
た
昼
食
に
は
、

Ｊ
Ａ
斐
川
女
性
部
の
協
力
に
よ
り
、
島
根
県

産
の
つ
や
姫
と
、
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
味
わ
い
、
隊
員
た
ち
は
今
回

の
体
験
を

通
じ
て
豊

か
な
環
境

作
り
へ
の

理
解
と
、

食
の
大
切

さ
を
学
び

ま
し
た
。

苗を植える児童たち

児
童
た
ち
が〝
米
米
田
ん
ぼ
〞で

給
食
用
米
の
田
植
え
体
験

　

６
月
１
日
、
西
野
小
学
校
と
出
東
小
学
校

の
５
年
生
合
せ
て
１
４
４
名
の
児
童
が
、
学

校
給
食
用
の
栽
培
田
ん
ぼ
（
通
称
：
米
米

（
ま
い
ま
い
）
田
ん
ぼ
）
で
、
き
ぬ
む
す
め
の

田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、「
給

食
等
へ
の
地
元
食
材
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
で
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

旬
の
安
心
で
安
全
な
農
作
物
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
斐
川
町
の

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
全
て
の
学
校
給
食
用

米
の
作
付
面
積
は
今
年
度
約
８
８
０
ア
ー
ル

で
、
そ
の
内
の
約
31
ア
ー
ル
区
画
の
田
ん
ぼ

で
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
町
内
の
学
校
給

食
用
米
は
全
て
地
元
の
（
農
）
上
直
江
フ
ァ
ー

ム
が
管
理
栽
培
し
て
お
り
、
28
年
度
実
績
で

は
給
食
用
米
の
年
間
使
用
量
は
２
４
・
５

ト
ン
に
な
り
ま
し
た
。（
農
）
上
直
江
フ
ァ
ー

ム
江
角
典
広
組
合
長
は
「
化
学
肥
料
を
使
わ

ず
、
農
薬
は
極
力
抑
え
安
心
・
安
全
な
米

を
子
ど
も

た
ち
に
食

べ
て
も
ら

い
た
い
。」

と
思
い
を

話
さ
れ
ま

し
た
。

斐川地区本部のページ
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六
月
の
ま
ご
こ
ろ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
出
雲
大
社
に
参
拝
に
出

掛
け
ま
し
た
。
前
回
は
ち
ょ
う
ど
遷
宮
の
時
に
お
参
り
し
ま
し
た

の
で
、
四
年
ぶ
り
と
な
る
参
拝
で
し
た
。
天
気
も
良
く
、
皆
さ
ん

元
気
に
歩
い
て
参
拝
で
き
ま
し
た
。

　

つ
つ
じ
園
で
は
六
月
十
二
日
・
十
三
日
の
二
日
間
、「
宝
探
し
ゲ
ー
ム
」
を
行
い
ま
し
た
。
つ
つ

じ
園
の
ホ
ー
ル
や
和
室
、
玄
関
な
ど
色
々
な
場
所
に
番
号
札
を
隠
し
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
職
員
が

ペ
ア
に
な
っ
て
、
そ
の
番
号
札
を
探
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
「
ど
こ
に
あ
る
？
こ
こ
か
な
？
」
と
言
い

な
が
ら
楽
し
く
探
し
て
お
ら
れ
、
番
号
札
が
見
つ
か
る
と
「
あ
っ
た
よ
〜
！
」
と
大
き
な
声
で
教
え

て
下
さ
い
ま
し
た
。
番
号
札
は
お
菓
子
と
交
換
し
、
皆
さ
ん
「
楽
し
か
っ
た
わ
〜
」
と
喜
ん
で
下
さ

い
ま
し
た
。

　

六
月
十
五
日
は
、
ひ
か
わ
図
書
館
か
ら
「
思
い
出
語
り
」
に
来
園
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
田
植
え

の
思
い
出
と
い
う
事
で
、
田
植
え
に
使
っ
た
「
ま
ぐ
わ
」「
馬
場
引
き
」「
田
打
ち
車
」
の
写
真
を
見
な

が
ら
お
話
を
し
て
下
さ
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
昔
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
そ
う
に
話
が
弾
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
話
の
中
で
、
田
植
え
の
後
に
は
腰
痛
に
な
る
た
め
、
黒
い
膏
薬
を
張
っ
た

り
、
お
灸
を
し
た
り
し
て
痛
み
を
和
ら
げ
て
い
た
と
い
う
話
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
松
江

を
救
っ
た
お
百
姓
さ
ん
」
と
い
う
紙
芝
居
を
読
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。
主
人
公
が
出
東
の
方
と
い
う

事
で
、
皆
さ
ん
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
熱
心
に
聴
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
つ
つ
じ
園

ま
ご
こ
ろ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　何の花かおわかりですか ？ 答えは
「にんじんの花」です。花茎がのびる前
に収穫をするので花を見ることは少ない
ですよね。

投稿者　出東地区　岡田 熊吉さん
タイトル 「これ何の花？」

「我が子自慢・孫自慢」
あなたの撮った写真を掲載してみませんか？

プロ・アマ問いません。 ※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募先
大募集！！

斐川地区本部のページ
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6
月
の
講
義
は
、「
郷
土
料
理
を
学
ぶ
」
と
題
し
て
笹
巻
き

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
に
、
女
性
部
の
清
谷
富
士
子
さ
ん

と
原
栄
子
さ
ん
を
招
き
、
参
加
し
た
学
生
6
人
と
約
1
1
0

個
の
笹
巻
き
を
作
り
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
、
イ
草
の
ひ
も
の
結
び
方
や
笹
の
巻
き
方
、
団

子
の
重
さ
や
大
き
さ
、
茹
で
か
た
な
ど
一
連
の
流
れ
を
学
び
ま

し
た
。
最
初
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
だ
っ
た
学
生
も
徐
々
に
こ
つ

を
つ
か
み
、「
久
し
ぶ
り
に
笹
巻
き
を
作
っ
た
。
子
供
の
頃
に

手
伝
っ
た
の
を
思
い
出

し
ま
す
。」
と
会
話
を
は

ず
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

作
っ
た
笹
巻
き
を
そ
の

場
で
茹
で
、
出
来
た
て

を
参
加
者
全
員
で
堪
能

し
ま
し
た
。

郷
土
料
理
を
学
ぶ

笹巻き作り体験

＊
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
工
場
見
学
へ
行
く

　

６
月
30
日
視
察
研
修
を
行
い
、
42
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
安
来
節
演
芸
館
で
歌
や
踊
り
を
観
賞
し
、
そ
の
後
４
名
が
ど
じ
ょ
う
す
く
い

体
験
を
し
て
修
了
証
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昼
食
は
清
水
寺
に
あ
る
紅
葉
館
で
精
進
料

理
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
、
午
後
か
ら
は
大
山
に
向
か
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。
採
る
の
に
夢
中
に
な
り
、
皆
さ
ん
無
口
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
奥
大
山
ブ
ナ
の
森
工
場
に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
サ
ン
ト
リ
ー
は

環
境
へ
の
負
担
を
低
減
す
る
た
め
に
省
資
源
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
冬
場

に
積
も
っ
た
雪
を
貯
蔵
し
、
夏
場
の
空
調
や
生

産
設
備
の
冷
熱
源
に
利
用
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
雪
室
も
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
山
の

山
々
に
降
っ
た
雨
や

雪
は
お
よ
そ
20
年
以

上
か
か
っ
て
天
然
水

へ
生
ま
れ
変
わ
っ
て

ゆ
く
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
心
配
し
て
い

た
雨
も
ほ
と
ん
ど
降

ら
ず
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

別 館 料 理 教 室
別 館 料 理 教 室
営 農 総 合 セ ン タ ー
伊 波 野 支 店 会 議 室
別 館 料 理 教 室
生 活 課 2 階 会 議 室
営 農 総 合 セ ン タ ー

19：30～
9：00～
9：00～
9：30～
9：30～
10：00～
9：00～

パッチワークグループ
ひまわりグループ
手芸グループ
書道グループ
ちぎり絵グループ
いきいきグループ
手芸グループ

7月15日（土）
7月18日（火）
7月20日（木）
7月31日（月）
8月 8日（火）
8月 9日（水）
8月17日（木）

斐川地区本部のページ
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